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日本共産党荒川地区委員会は、小島和男区議の略歴などを紹介しています。

プロフィール

1951年日暮里生まれ。
真土小、日暮里中出身、高校時代から若者サークルのリー
ダーとして活躍。83年から区議連続10期、その間、日暮里
駅のバリアフリー化などに尽力。現在、区議会総務企画委
員会委員長、財政援助団体調査特別委員会理事。

日暮里相談室 東日暮里3‒18‒4
℡：03（3891）8884

荒川区役所
議員団控室

直通℡：03（3802）4627
E-mail : arajcp@tcn-catv.ne.jp

主な活動地域

東日暮里１～６丁目、西日暮里１丁目（道灌山通り南）と２～５丁目、
荒川１丁目４０～５８番と３丁目

毎月第２水曜日午後６～８時
区政・生活相談は
随時ご連絡ください

定例
法律相談

　地域の皆さんには、いつも大変お世話になっています。
　私は地域の皆さんの声を区政に届ける活動に取り組んできました。
　高齢化が進む中で区内に特養ホームの設置を、と区内で初め
てのグリーンハイム荒川を実現し、今では７か所となりました。また
障がい者の皆さんの様々な相談をワンストップで解決できる障が
い者基幹型相談支援センターが実現しました。
　3年近く前にJR日暮里駅京浜東北線のホームで視覚障がい
者の方の転落死亡事件が発生。私は障がい者団体の方々、山
添拓参院議員と一緒に現地調査を行い、JR東日本と交渉しま
した。その結果、来年3月にはホームドアの運用を開始すること
になりました。
　この間、3つの駅での早朝宣伝を定期的に行い、地域の皆さ
んとの懇親を深めてきました。
　私は、引き続き誰もが安心して生活できる社会の実現のために
頑張ります。
　皆さんのご支援を宜しくお願いします。

お気軽にご相談ください

安全で住み良い街へ
ひたむきに
　　努力つづける

小島和男
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小島和男
公式ツイッター

JCPサポーター
公式サイト

9条を守り平和外交すすめ
憲法を生かした政治に



JR日暮里駅での転落事故現場の調査
（左端が小島和男議員）

小
島
和
男
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ウクライナ侵略は中止せよ、
憲法9条を生かした平和外交を

山添拓参院議員とウクライナ侵略中止を訴える（谷中銀座商店街に向かう日
暮里駅近くで）

　小島さんは毎週朝、日暮里・西日暮里・三河島の各駅
で宣伝を続けています。災害発生時には救援募金の訴
えにも取り組んできました。日本共産党の議員として、
暮らし・福祉・まちづくりから平和の問題まで幅広く訴
える姿が信頼と共感を集めています。

弱い立場の
人に心寄せ
「一貫して、福祉と
まちづくりに力つくす」
　小島さんが、一貫し
て努力してきたのは、
ホームドアなど駅のバ
リアフリー化をはじめ
実現した熱中症対策
のエアコン助成の継
続も求めるなど、子ど
もたち、高齢者、障がい者など弱い立場の人を助ける
政治とまちづくりです。
　“高齢者が補聴器をうまく使うことで認知機能の低
下を抑制できた”という国の研究結果も示し補聴器購
入費助成を求め、実現させました。地球温暖化は深刻で
す。区が“C02排出ゼロへ”目標を決め取り組むよう求め
ています。西日暮里駅前・三河島駅北地区再開発では

区民の声も聞き、見直しを求め続けています。都市計画
道路・都補助92号線では地元住民に寄りそって区議会
で取り上げ、東京都にも申し入れをしてきました。
　環境にもやさしい住み良いまちづくりで、安心安全の
子育て、医療・介護に力をつくします。

子育てから介護まで 希望のもてる区政へ
お約束

●コロナ、物価高騰からくらしと
　 営業を守るため区の独自支援をもとめます

●保健師など専門職員を増員し、
　 保健所を強化します

●区立幼稚園・こども園の廃園計画は見直し、
　 保育の質のガイドラインを作成します
●小中学校の給食を無償化します

●介護保険料を引き下げ、
　 高齢者福祉サービスを拡充します
●補聴器購入費助成の所得制限を緩和し
　 助成額を引き上げます
●荒川区独自に奨学金の返済支援を実現します
●ジェンダー平等の推進、
　 多様性のあるやさしいまちをつくります
●「痴漢」「盗撮」など性犯罪をなくすための
　 取り組みをすすめます
●西日暮里駅前、三河島駅北地区再開発は
　 見直し、犠牲者を出さない防災・福祉の
　 まちづくりをすすめます
●安全で温もりのある住宅のための家賃助成を
　 めざします
●ＣＯ₂排出ゼロ宣言自治体にふさわしい
　 目標と行動をすすめます
●都補助92号線は見直し廃止をもとめます


